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本研究の目的

1. プレゼンテーションとディスカッションを統合した
授業展開モデルを考案する。

2. プレゼンテーション，ディスカッションそれぞれの
活動段階における高校生が抱える困難点を特定
する。

3. 特定された困難点をもとにプレゼンテーション，
ディスカッション指導の在り方について提案する。
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研究目的１：授業展開モデルの考案：
プレゼン・ディスカッション一体化できない部分

プレゼンテーション

提案内容が意思決定者の心に響き，行動を
促すことができるか
・スライド作成術
・表現方法（インパクトのある言葉選びやレトリック）
・演出（間の取り方、表情・・・）
・機器操作

ディスカッション
参加者が合理的な結論を導くことができるか
・論理的思考力
・批判的思考力
・短・長期的視野
・複眼的視点
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一体型授業



研究目的１：授業展開モデルの考案
本研究で行った一体型授業の概要

ディスカッション

プレゼ
ン③

プレゼ
ン②

プレゼ
ン①

問題提起型

問題解決型
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①ネットショッピングと運送業界
②笑いの種類・意味すること
③核ミサイルへの対策
④食肉禁止で環境を守る
⑤メディアが与える影響
⑥若者のマナー
⑦センター試験制度の廃止
⑧高齢者の人権問題

⑦センター試験制度の廃止



本研究の課題と展望

①対象学年・英語学力と結果の一般化

②困難点の変容（認知面）

③評価ルーブリックの開発と評価実践

④パフォーマンスの変容
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